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6月15日（水曜日）

全
木
連
第
　　
回
通
常
総
会
開
催

７７

　
全
木
協
連
第
　　
回
通
常
総
会
開
催

５６

　　
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
を
承
認

２８

　全
木
連
吉
条
会
長

　
　全
木
協
連
坂
東
会
長
を

　
　
　
　
　共
に
再
選

黄
綬
褒
章
　
大
地
　
庸
元
（
大
阪
）

　
以
上
木
材
産
業
振
興
功
労
者
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
木
連
通
常
総
会

挨拶をする今井林野庁長官

挨拶をする吉条会長

　
恒
例
の
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、
全

国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、
木
材
産
業

退
職
金
共
済
会
、
全
国
木
材
産
業
政
治

連
盟
の
通
常
総
会
・
理
事
会
が
、５
月
　　
、
１１

　　
日
東
京
都
芝
公
園
の
メ
ル
パ
ル
ク
東

１２京
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
の
会
員
が
参

集
す
る
中
、
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
　　
日
午
後
昼
食
を

１１

挟
ん
で
正
副
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、

総
会
の
進
め
方
、
役
員
改
選
の
手
続
き
、

当
面
の
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
、
今
後
の
方
針
確
認
が
さ
れ
た
。

し
、
平
成
　　
年
度
事
業
報
告
、
決
算
等

２７

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
役
員
選
考
委
員
会

（
松
原
委
員
長
）
か
ら
報
告
の
理
事
・

監
事
の
選
考
案
に
つ
い
て
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、

臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
同
選
考
委

員
会
か
ら
会
長
、
副
会
長
等
役
員
候
補

者
の
推
薦
提
案
が
あ
り
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
後
、平
成
　　
年
度
事
業
計
画
、

２８

収
支
予
算
等
が
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
西
村
副
会
長
か
ら
閉
会
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
通
常
総
会
は
終
了

し
た
。

一
面
　
全
木
連
、
全
木
協
連
等
通
常
総

　
　
　
会
開
催

三
面
　
林
野
庁
長
官
・
次
長
に
４
団
体

　
　
　
要
望

　
　
　
熊
本
地
震
で
災
害
対
策
本
部
設

　
　
　
置
　
見
舞
金
募
る

四
面
　
違
法
伐
採
対
策
で
新
た
な
法
律
　

　
　
　
景
況
調
査

　
　　
日
午
後
、
平
成
　　
年
熊
本
地
震
で

１１

２８

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
て
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、

全
木
連
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
齋

藤
副
会
長
が
開
会
を
宣
言
し
、
吉
条
会

長
か
ら
の
挨
拶
、
今
井
林
野
庁
長
官
、

国
土
交
通
省
澁
谷
木
造
住
宅
振
興
室
長

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
吉
条
会
長
を
議
長
に
選
出
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挨拶をする坂東会長

　
全
木
協
連
通
常
総
会

　
平
成
　　
年
度
事
業
報
告
、
決
算
、
平

２７

成
　　
年
度
事
業
計
画
予
算
案
等
が
審
議

２８
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
た
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
去
る
３
月
　　
日
に
開
催
さ

２５

れ
た
推
薦
会
議
（
内
田
委
員
長
）
に
お

け
る
理
事
・
監
事
候
補
者
の
推
薦
提
案

が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
後

引
き
続
き
、
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

推
薦
会
議
か
ら
会
長
、
副
会
長
等
役
員

候
補
者
の
推
薦
提
案
が
あ
り
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
甲
村
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉

で
総
会
を
終
了
し
た
。

材
産
業
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
産
業
界

を
始
め
と
し
た
国
民
各
層
の
皆
様
と
連

携
し
た
取
り
組
み
の
構
築
を
目
指
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
の
秋
に
は
、

日
本
林
業
協
会
、
全
国
森
林
組
合
連
合

会
、
日
本
林
業
経
営
者
協
会
と
、「
日
本

の
森
林
・
山
村
の
再
生
に
向
け
た
共
同
行

動
宣
言
」
を
行
い
、
法
改
正
を
も
含
め

た
抜
本
的
な
木
材
需
要
拡
大
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
宣
言
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
か
ら
も
公
共
建
築
物
か
ら
民
間
建

築
物
へ
と
木
材
利
用
の
流
れ
を
拡
大
し

て
い
く
た
め
に
、
法
改
正
等
を
含
め
た

抜
本
的
な
対
策
に
取
り
組
む
べ
き
と
の

提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
、
木
材
利
用
拡
大
の
た
め
の
抜

本
的
な
対
策
を
現
実
の
も
の
と
し
て
い

く
た
め
に
は
、
国
の
み
な
ら
ず
地
方
レ

ベ
ル
も
含
め
た
幅
広
い
国
民
運
動
と
し

て
い
く
こ
と
が
、
重
要
と
考
え
る
。

　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
が

中
心
と
な
っ
て
多
く
の
皆
様
の
力
を
合

わ
せ
て
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
木
材

利
用
拡
大
に
向
け
た
抜
本
的
対
策
の
実

現
も
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

　
全
木
連
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
こ

う
し
た
動
き
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

く
る
の
は
間
違
い
な
い
。
木
材
利
用
の

拡
大
を
進
め
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
木
材
業
界
と

し
て
今
ま
で
以
上
の
努
力
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
木
材
利
用
に
対
す
る
追
い
風
が
強
く

な
っ
て
く
る
中
、
需
用
者
の
信
頼
を
得

ら
れ
る
低
コ
ス
ト
で
品
質
と
性
能
の
確

か
な
木
材
を
し
っ
か
り
供
給
で
き
る
体

制
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
我

々
業
界
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
。

　
全
木
協
連
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
に

応
え
る
た
め
、
全
木
連
と
と
も
に
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
た
木
材
利
用
拡
大
運

動
等
に
取
り
組
む
と
共
に
、
木
材
の
安

定
供
給
体
制
の
構
築
の
た
め
の
利
子
助

成
や
高
性
能
林
業
機
械
等
の
リ
ー
ス
に

対
す
る
支
援
、
共
済
事
業
等
に
取
り
組

み
、
木
材
事
業
者
の
皆
様
の
活
動
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
続
い
て
、
全
木
協
連
総
会
が
豊
田
副

会
長
の
開
会
の
言
葉
の
後
、
坂
東
会
長

を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
坂
東
会
長
か
ら
の
挨
拶
後
、
沖
林
野

庁
次
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
議
事
に
入

っ
た
。

全
木
協
連
坂
東
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

　
先
の
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
で
犠
牲

と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
共
に
、
被
災
者
、
被
災
地
域
の
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

　
木
材
利
用
の
拡
大
に
取
り
組
む
木
材

業
界
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
の
新
設
住
宅
着
工
で
は
、
景
気

が
や
や
回
復
傾
向
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
全
体
で
は
　　　
千
戸
で
、
う
ち
木
造

９０９

住
宅
が
　　　
千
戸
と
前
年
を
や
や
上
回
る

５０４

状
況
と
な
っ
た
が
、
将
来
的
に
は
少
子

化
に
伴
う
住
宅
需
要
の
減
少
に
対
応
し

て
、
住
宅
以
外
の
需
要
を
ど
の
よ
う
に

開
拓
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

　
一
方
で
、
消
費
者
の
方
々
や
建
築
、

設
計
関
係
者
な
ど
我
々
と
消
費
者
を
つ

な
ぐ
方
々
の
木
材
利
用
へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
共
に
、
品
質
の
確
か
な
木
材
製

品
の
安
定
供
給
な
ど
我
々
木
材
業
界
へ

の
要
求
も
今
ま
で
以
上
に
強
く
な
っ
て

全
木
連
吉
条
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

　
平
成
　　
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
で
、

２８

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
、
被
災

地
域
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

る
。
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
念

願
す
る
。

　
全
木
連
に
お
い
て
も
、
災
害
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
最
初
の
取
り
組

み
と
し
て
見
舞
金
の
お
願
い
を
さ
せ
て

頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
と
と
も
に
地
方
創

生
が
政
策
課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
て
い
る
中
、
我
が
国
に
お

け
る
数
少
な
い
自
給
可
能
な
自
然
資
源

の
一
つ
で
あ
り
、
二
酸
化
炭
素
を
固
定

し
製
造
・
加
工
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
少
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

地
方
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
森
林
資
源
の
活
用
は
、
国
を
挙

げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
森
林
資
源
の
活
用
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
る
中
、
国
民
の
皆
様
の
支
援
を
受

け
て
、
具
体
的
な
木
材
需
要
拡
大
等
に

結
び
つ
け
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が

巡
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
る
。

　
政
府
に
お
い
て
も
、
当
初
予
算
、
補

正
予
算
等
で
、
川
下
に
お
け
る
木
材
利

用
拡
大
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
施
策

を
実
施
頂
い
て
お
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
耐
火

部
材
な
ど
都
市
部
で
住
宅
以
外
の
分
野

で
木
材
利
用
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な

技
術
開
発
も
進
ん
で
き
て
お
り
、
実
用

化
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
も
見
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
全
木
連
と
し
て
は
、
木
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全
木
連
な
ど
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
４
団
体
が

　
　
　
木
材
利
用
促
進
法
の
制
定
に
向
け
て

　
　
　
　
　
林
野
庁
長
官
に
要
望

　
全
木
連
・
全
木
協
連
・

　
　
木
退
共
新
役
員

要望する吉条会長ほか関係者

　
翌
　　
日
は
、
木
退
共
、
政
治
連
盟
の

１２

総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
　　
年
度
事
業

２７

報
告
、
決
算
、
平
成
　　
年
事
業
計
画
、

２８

予
算
案
の
審
議
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
全
て
の

議
事
が
終
了
し
た
。

　
　　
　
　
見
舞
金
を
募
る

　　　　　　　　国産材利用促進対策の推進に関する要望
　　　　　　　　　―木材利用促進法の制定についてー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年４月
一般社団法人　日本林業協会
一般社団法人　全国木材組合連合会
全国森林組合連合会
一般社団法人　日本林業経営者協会

　戦後造成された森林資源が成熟し利用期を迎える一方、森林の地球温暖化防
止に対する役割や森林資源の活用を通じた地方創生への期待が高まる中、木材
利用を拡大するとともに再造林等を通じた森林資源の循環利用を促進していく
ことが重要な課題となっている。
　こうした中、森林・林業・木材産業界では「木材利用の拡大なくして、我が
国森林・林業の活性化なし。」との認識の下、戦後長く続いてきた街づくりにお
ける非木質化の流れを変え、木材を優先的に使う街づくりを実現し、林業の成
長産業化に向けて力を合わせて取組んでいるところであり、今後、産業界、Ｎ
ＰＯ等多方面の関係者と連携した取組みを行っていくこととしている。
　公共建築物等木材利用促進法制定から５年、耐火木材、ＣＬＴなどの新たな
技術・部材の開発などを受け、公共建築物を中心に従来木材利用が難しいと考
えられてきた分野において木造・木質化の取組みが進み始めている一方、需要
の大宗を占める民間分野での木材利用の拡大については、これからの課題とな
っているのが現状である。
　地球環境問題や地方創生への期待に応え、我が国森林資源の活用を図ってい
くためには、公共建築物において始まった流れを民間建築物に広げるための対
策が必要となっている。
　このため、民間建築物等における積極的木材利用を促進するための税制・融
資・容積率の緩和など具体的促進策を内容とする新たな法制度を制定し、木材
利用拡大、森林資源の循環利用促進を国の方針として明確に社会に対して打ち
出していくことが必要と考えている。
　こうした状況を踏まえ、我々４団体は、我が国森林資源の活用を図り、地方
創生、林業の成長産業化を加速化していくため、下記事項の実現を強く要望する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　１　公共建築物等木材利用促進法の内容を更に発展させ、民間建築等への
　　　木材利用促進に関する対策を盛り込んだ木材利用促進法の実現

　
　　
年
熊
本
地
震
で
災
害
対
策
本
部
設
置

２８

﹇
全
木
連
﹈

会
　
長
　
吉
　
条
　
良
　
明（
東
　
京
）

副
会
長
　
松
　
原
　
正
　
和（
北
海
道
）

副
会
長
　
齋
　
藤
　
　
　
渉（
青
　
森
）

副
会
長
　
一
　
場
　
章
　
良（
群
　
馬
）

副
会
長
　
鈴
　
木
　
和
　
雄（
愛
　
知
）

副
会
長
　
甲
　
村
　
侑
　
男（
奈
　
良
）

副
会
長
　
菅
　
野
　
康
　
則（
広
　
島
）

副
会
長
　　横
　
田
　
欽
一
郎（
宮
　
崎
）

副
会
長
　　松
　
尾
　
和
　
俊（
全
天
連
）

副
会
長
兼
専
務
理
事

　
　
　
　
島
　
田
　
泰
　
助（
事
務
局
）

常
務
理
事
　
森
　
田
　
一
　
行（
事
務
局
）

﹇
全
木
協
連
﹈

会
　
長
　
坂
　
東
　
正
一
郎（
埼
　
玉
）

副
会
長
　
松
　
原
　
正
　
和（
北
海
道
）

副
会
長
　
豊
　
田
　
肇
　
彦（
岩
　
手
）

副
会
長
　
西
　
村
　
亮
　
彦（
富
　
山
）

副
会
長
　
甲
　
村
　
侑
　
男（
奈
　
良
）

副
会
長
　
井
　
関
　
和
　
彦（
愛
　
媛
）

副
会
長
　
内
　
田
　
幹
　
雄（
大
　
分
）

副
会
長
　
専
務
理
事

　
　
　
　
島
　
田
　
泰
　
助（
事
務
局
）

常
務
理
事
　
森
　
田
　
一
　
行（
事
務
局
）

﹇
木
退
共
﹈

会
　
長
　
吉
　
条
　
良
　
明（
全
木
連
）

副
会
長
　
西
　
村
　
亮
　
彦（
富
　
山
）

副
会
長
　
内
　
田
　
幹
　
雄（
大
　
分
）

専
務
理
事
　
島
　
田
　
泰
　
助（
事
務
局
）

常
務
理
事
　
森
　
田
　
一
　
行（
事
務
局
）

　
全
木
連
で
は
今
回
の
地
震
で
様
々
な

対
応
を
想
定
し
て
４
月
　　
日
に
平
成
　　

１８

２８

年
熊
本
地
震
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
地
震
に
伴
い
被
害
を
受

け
た
地
域
に
対
し
、
お
見
舞
い
の
気
持

ち
と
被
害
者
へ
の
支
援
、
災
害
の
復
旧

に
役
立
て
て
頂
く
た
め
、
見
舞
金
を
贈

呈
す
る
こ
と
と
し
、
会
員
の
皆
様
か
ら

の
供
出
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
昨
年
　　
月
に
行
っ
た
（
一
社
）
日
本

１０

林
業
協
会
、（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連

合
会
、全
国
森
林
組
合
連
合
会
、（
一
社
）

日
本
林
業
経
営
者
協
会
の
４
団
体
に
よ

る
日
本
の
森
林
・
山
村
の
再
生
に
向
け

た
共
同
行
動
宣
言
を
受
け
て
、
木
材
需

要
拡
大
の
抜
本
的
対
策
と
し
て
公
共
建

築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
制
定
を
機

に
始
ま
っ
た
公
共
建
築
物
等
の
木
材
利

用
の
流
れ
を
民
間
建
築
物
に
拡
大
し
、

木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
木
材
利

用
促
進
法
の
制
定
を
４
月
　　
日
に
今
井

２０

林
野
庁
長
官
、
沖
次
長
に
要
望
を
行
っ

た
。

　
要
望
に
は
全
木
連
吉
条
会
長
、
林
業

協
会
前
田
会
長
、
全
森
連
佐
藤
会
長
、

林
経
協
榎
本
会
長
が
参
加
し
林
野
庁
幹

部
と
の
積
極
的
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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景況調査
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕
当月の状況

当月の状況
〔製造部門〕

来月の見通し

プレカットの動向

来月の見通し

プレカットの動向

3か月後相場予想

3か月後相場予想

北洋材（欧州材を含む）

北洋材（欧州材を含む）

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材

国 産 材
建 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材

国 産 材

発注後、加工ま
での待ち時間

発注後、加工ま
での待ち時間

間伐紙（木になる紙）を使用しています。
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合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の

　
違
法
伐
採
対
策
に
つ
い
て
は
、
２
０

０
６
年
か
ら
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
よ
り

合
法
性
が
証
明
さ
れ
た
木
材
、
木
材
製

品
を
政
府
調
達
の
対
象
と
す
る
制
度
が

導
入
さ
れ
、
認
定
事
業
者
等
に
よ
る
合

法
木
材
、
木
材
製
品
の
供
給
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
、
欧
州
、

米
国
等
で
違
法
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
、

木
材
製
品
を
市
場
か
ら
排
除
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
に
違
法

伐
採
対
策
が
強
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
「
合
法
伐

採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
が
議
員
立
法
で
提
案
さ

れ
、
5
月
　　
日
に
成
立
、
5
月
　　
日
に

１３

２０

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
公
共
調
達

に
限
ら
ず
、
木
材
、
木
材
製
品
を
利
用

す
る
者
は
合
法
木
材
を
利
用
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
（
第
５
条
）、②
合
法
性

を
確
認
す
る
方
法
を
政
府
が
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
た
こ
と
（
第
６
条
）、③
工
務

店
等
を
含
む
合
法
木
材
の
み
を
取
扱
う

事
業
者
を
登
録
す
る
制
度
の
導
入
（
第

８
〜
　　
条
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

３０

省
令
な
ど
実
施
に
当
た
っ
て
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
林
野
庁
が
平
成
　　２８

年
5
月
　　
日
の
施
行
に
向
け
て
検
討
を

２０

進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
木
連
で
は
、
７
月
７
日
に
合
法
木

材
認
定
団
体
全
国
研
修
会
を
開
催
し
、

林
野
庁
か
ら
新
た
な
法
律
の
趣
旨
、
従

来
の
合
法
木
材
制
度
と
の
相
違
点
、
省

令
等
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
木
材
、
木
材
製
品
に
対
し
て
品
質
、

規
格
に
加
え
て
合
法
性
、
持
続
可
能
性

な
ど
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
中
で
、
こ
れ
を
木
材
利
用
拡
大
の
ツ

ー
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

が
今
後
の
課
題
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

28年5月分集計表
モニター数143　　回答数91　　回収率64％

モニター数142　　回答数96　　回収率68％

増加20％（18）
増加20％（18）
上昇　3％（　3）
上昇　6％（　5）

増加41％（37）
増加33％（30）
上昇　4％（　4）
上昇　7％（　6）

強　含　み
　5％（　4）
10％（　7）
11％（　8）
11％（10）
12％（　9）

1ヵ月以内
73％（52）

保ち合い
74％（55）
84％（58）
81％（61）
78％（68）
82％（60）

1ヵ月
24％（17）

減少37％（34）
減少30％（27）
下降12％（11）
下降18％（16）

減少　9％（　8）
減少　9％（　8）
下降　3％（　3）
下降10％（　9）

弱　含　み
20％（15）
　6％（　4）
　8％（　6）
10％（　9）
　5％（　4）

1ヵ月以上
　3％（　2）

変わらず43％（39）
変わらず51％（46）
変わらず85％（77）
変わらず77％（69）

変わらず50％（45）
変わらず58％（52）
変わらず92％（83）
変わらず83％（75）

変わらず50％（48）
変わらず53％（51）
変わらず88％（84）
変わらず74％（71）

変わらず56％（54）
変わらず56％（54）
変わらず89％（85）
変わらず78％（75）

増加27％（26）
増加20％（19）
上昇　2％（　2）
上昇　5％（　5）

増加33％（32）
増加24％（23）
上昇　4％（　4）
上昇　5％（　5）

強　含　み
14％（　5）
16％（　5）
15％（　5）
10％（　8）

1ヵ月以内
73％（19）

保ち合い
74％（28）
84％（27）
82％（27）
70％（55）

1ヵ月
27％（　7）

減少23％（22）
減少27％（26）
下降10％（10）
下降21％（20）

減少10％（10）
減少20％（19）
下降　7％（　7）
下降17％（16）

弱　含　み
11％（　4）
　0％（　0）
　3％（　1）
20％（16）

1ヵ月以上
　0％（　0）

　
　
　
　
促
進
に
関
す
る
法
律
が
成
立




